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研修会

■ 主催 ： ソトダン２１

■ 後援 ： 一般財団法人建築環境・省エネルギー機構（ＩＢＥＣ）、北方型住宅ＥＣＯ推進協議会、札促社、

株式会社北海道住宅新聞社、株式会社北海道住宅通信社

来春から改正省エネ基準や低炭素（省エネ）住宅の認定基準などが施行されます。住宅

躯体の断熱性能等のみならず、設備の省エネ・創エネ効果を総合的に評価した１次エネル

ギー消費量（ＧＪ／年間）の削減量・削減率の「見える化」が求められます。また、東日

本大震災に伴う福島第一原発事故の影響で、全国的に電力需給が逼迫し、企業・家庭とも

に節電を余儀なくされ、これを契機に国の省エネ施策が急加速しています。

どのようにして住宅・建築物の環境性能を向上させていったらよいのでしょうか。その

ための設計・施工上のツールとなるのが「自立循環型住宅への設計ガイドライン」です。

特別な技術を用いることなく、一般的に活用できる手法・技術等の組み合わせで、おおよ

そ10年前の住宅に比べ、生活に要するエネルギーを50％削減するのが目的です。今年、準寒冷地（Ⅱ・Ⅲ地域）対象のガイ
ドラインが公表されたのを機に、積雪寒冷なⅠa・Ⅰb地域の北海道において「自立循環型住宅への設計ガイドライン」入門
編研修会を初めて開催致します。

同研修会は、一般財団法人建築環境・省エネルギー機構（ＩＢＥＣ）の認定講習です。受講対象者は、ソトダン２１（竹

口祐司会長）の会員事業者のみならず、住宅の設計・施工に携わる技術者・実務者をはじめ、設備・建材・エネルギー供給

などに関わる方々に広く門戸を解放するオープン研修会として実施します。

同ガイドラインは、これからの省エネ住宅に必要なエネルギー消費量の計算やゼロエネ補助金の活用に必要不可欠なもの

です。この機会に、是非とも多数の方々にご参加いただきたく、ご案内致します。

「自立循環型住宅への設計ガイドライン」入門編研修会

○ 日 時 平成２４年９月５日（水曜日） 受付開始ＡＭ１１：３０、講習時間ＡＭ１２：００～ＰＭ５：００

○ 会 場 北海道自治労会館・３階中ホール（札幌市北区北６条西７丁目）

○ 定 員 ８０名 ※定員になり次第締め切ります

○ 講 師 住宅技術評論家 南 雄三氏

○ 受 講 料 会員：無 料 ※１社２名まで無料、３名以上は１人１，０００円

一般：３，０００円

○ テキスト代 ２，０００円

※テキスト「自立循環型住宅への設計ガイドライン入門編」は研修会の受講者のみが入手できます。

蒸暑地域から

準寒冷地へ

必携の

設計施工ツール



自立循環型住宅は、平成１３年度から１６年度まで４

年間をかけ、国土交通省の総合技術開発プロジェクトと

して、延べ３００人に及ぶ大学・研究機関・企業等の研

究者が年間２００回を超える会議を行いながら、「住宅

の省エネルギーをいかに普及させていくか」を研究した

プロジェクトです。

まず、我が国全人口の８割が居住する温暖地（Ⅳ地域）

における住宅のエネルギー消費を５０％に削減すること

を目指しています。

昨年10月、第２の技術開発段階として蒸暑地域（Ⅴ・
Ⅵ地域）のガイドラインを発表。今年３月には準寒冷地

（Ⅱ・Ⅲ地域）向けのガイドラインを公表しています。

※ 「自立循環型住宅への設計ガイドラ

イン」に係る講習会は、一般財団法

人建築環境・省エネルギー機構（Ｉ

ＢＥＣ）が全国各地で年に数回、開

催しています。これまで北海道での

開催実績はありません。

※ そのマニュアルは市販されておらず、

講習会のテキストとして受講者にの

み頒布されています。

自立循環型住宅プロジェクトとは？

自立循環型住宅への設計ガイドラインとは？

○ 住生活全般における省エネを自己評価するための

ツール

○ 暖冷房、給湯、調理、照明、家電までを含めた総

合的なエネルギー消費（１３要素）を計算し、標

準的な住宅に比べての「省エネ度」を削減率（％）

で表します

※ 自立循環型住宅は、簡単に言えば「自然エネル

ギーを極力利用し、建物と暖冷房・給湯設備に

注意を払うことによって、快適さを求めながら

も、生活上の消費エネルギーを２０００年の標

準的な住宅と比較して５０％まで削減させるこ

とができ、２０１０年までに十分に実用化でき

る住宅」として研究されました。



入門編 研修カリキュラム

Ⅰ 自立循環型住宅の定義

Ⅱ 自立循環型住宅の設計プロセス

Ⅲ 自然エネルギー活用技術

１．自然風の利用（通風計画）技術

２．昼光利用技術

３．太陽光発電

４．太陽熱利用（パッシブソーラー）技術

５．太陽熱給湯技術

Ⅳ 躯体設計技術

１．断熱技術

２．日射遮蔽技術

Ⅴ 省エネルギー設備計画技術

１．暖冷房設備

２．給湯設備

３．換気設備

４．照明設備

５．高効率家電

６．水とゴミの効率利用

Ⅵ 省エネルギー効果推計

１．ケーススタディー

２．省エネルギー効果及びコストの推定

※ 受講修了者には上記の修了証を発行します。
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お申込み方法

下記の申込用紙に必要事項をご記入いただき、主催者のソトダン２１事務局（アキレス㈱北海道営業所）まで

ＦＡＸにてお申込みください。

２，０００円無 料会 員

２，０００円

テキスト代

３，０００円一般（会員外）

受 講 料種 別

※ 会員の場合は１社２名まで受講料無料、３名以上は１人につき１，０００円

を申し受けます。

※ 一般（会員外）の方でテキスト不要の場合は３，０００円となります。

※ 上記の受講料及びテキスト代は研修会当日、受付にて申し受けます。また、

テキストについても受付で頒布します。

申込用紙

【申込先】 ソトダン２１事務局（担当：土田）

アキレス㈱北海道営業所 ＦＡＸ（０１３３）７３－９５９０、ＴＥＬ（０１３３）７３－９５９７

ここままＦＡＸしてください



【 講師プロフィール 】 南 雄三氏


